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「開発」か「自然保護」か、から「持続する開発」へ

「ブナと原生林、現代文明を考える全国集会」の報告

佐藤高晴
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6月18日、19日長野市で開催されたこの集会は、表1に示すように、ブナ問題を中心にしながら、現代文明そのもののあ

り方をも問うもので、私も自然と人間の関わり方にっいて関心を持ってきたので参加した。

　一日目は、午前中、第14回農民文学賞を受賞した北川山人さんの詩「ブナの祈り」の朗読に続いて、主催者の長野県自然

保護連盟の隅田隆太郎会長による「自然保護運動の連帯の幅を広めよう」という挨拶があり、その後、同連盟の和田蔵次理

事長が基調報告をした。その中で和田理事長は当面の課題として、（1）個々の運動で具体的成果を上げ、それを点から面に

広げる、（2）全国レベルの交流と連帯を深め、ブナ自然保護団体の組織的連帯の強化、（3）国有林野行政の民主化の為の具

体的政策の提示、（4）環境権、享有権の法的確立など制度の整備、（5）環境保全の国民運動化とそのための学校や社会教育

の強化拡充、の5点を示した。引き続いて「自然保護と林野行政」のテーマで基調講演した信州大学の野口俊邦助教授は、

林野行政において安い外材に対抗するため「省力、低コスト林業」が目指され、大面積皆伐が批判されるや手抜き施業の手

段として天然林施業が行われ民営化がもくろまれている事を指摘し、国有林の3大使命（（1）国土保全、水源かん養、保険

休養などでの貢献、（2）林産物の計画的、持続的供給、（3）国有林所在地での貢献）を考えるなら国有林野事業の赤字は問

題にはするべきではないことを述べた。

一日目の午後は、表2に示す9件の現地報告が行われた。いずれも今後とも取り組むべき問題を抱えながらも、それぞれ

の運動に対する自信にみちたものであった。夕食後行われた一番目の特別講演「水辺環境と現代文明」で信州大学の桜井善

蹉教授は、海岸、湖岸、河川の整備事業が近年多くなっているが、植生工学、生態工学が未熟なため、かえって、生態環境

を破壊するものが増えている現状をしめした。さらに、日本の湖の1／3が人口湖岸化している事は、世界的にみても異常

なものだと指摘し、自然摂理の立場にたって水辺環境を守る取り組みを進めることが緊急な課題になっていることを述べた。

「滅びゆくブナの森」のテーマで特別講演を行った自然保護協会の工藤父母道氏は、自然保護運動では、人口林か自然林か、

私有林か国有林かをはっきり区別して考える必要がある事を強調し、風土に根ざした歴史的必要性ある緑を次の世代に引き

纏ぐ取り組みが求められていると述べた。そして、ブナと原生林を守る取り組みを通して、人間を含めた全ての生物の永続

的な生き方を考えることが重要だと指摘した。

　二日目は午前中、表3に示す7っの分科会に分かれて討論が行われ、午後からは、大阪市立大学の宮本憲一教授の「現代

文明と環境問題」と題する特別講演が行われ、分科会の報告があり、最後にアピールを採択した。

　宮本教授は、「過去の人類の歴史を振り返れば、都市文明は農村文化と共存し、都市の内部に自然を保全あるいは創造しな

ければ発展しないことは明らかであった。市民が緑を破壊し、自然との共存を怠れば、都市は砂漠化し、文明そのものが滅

ぶのである。現在、大都市の緑は死滅に近い状態であり、山村においては、80年代に入って再び大都市へ人口が集中を始め

た為、過疎化と高齢化が進んでおり、森林の保全は難しくなってきている。

箋代は、物の生産から不動産業や観光などに産業の重点が移り、これらの部門の企業がリゾート開発を進めるために、ア

メニティ（豊かで快適な居住環境）の保全あるいはウォーターフロントの重視などといい始めている。しかし、観光開発

のために自然公園の規制を緩和しようという危険な動きが現れ、大企業がリゾート關発や都市開発を行うと、景観の場合、

料金を払って、そのホテルなどの施設を使用できる人々だけしかアメニティを享有できなくなる。そこで、アメニティの保

全のためには、まず自治体が空間（土地を含む）利用規制権を持ち、自然を買い上げるあるいは細かく進めるためのコミュ

ニティグリーン条例（小さな網）と、広域の景観保全条例（大きな網）の設定が必要である。しかし、自治体の力だけでは

自然は保金できない。住民の、ドブさらいなどの煩わしい付き合いへの積極的な参加なくしては成功しない。住民参加で行

政を前進させる瘍要がある。いま、イタリアでは、ガラッソ法という画期的な景観保全条例によって、海岸、湖岸から300m

以内、山岳の120◎m以上の地域では開発が禁止された。イタリアのラベンナ市では、干拓地を海に戻して、大規模な自然公
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園をっくり、それによる観光文化事業を考えている。その教訓を学び、日本でも宍道湖の淡水化阻止によって、周辺の景観

を保全しながら新しい開発が計画され始めた。今年、国連環境委員会は、東京宣言を出し、持続する開発、という方法を出

した。まさにこれからの開発は、環境保全か開発かという二者択一でなく、環境保全こそが地域の発展であり、環境保全の

枠の中で持続する開発が求められている。過疎地域においては、大都市とジョイントする企画が重要であり、住民が主体的

になって、持続する開発を計画する必要がある。」と述べた。

　7っの分科会の報告を聞いていて感じたことは、それぞれの分科会が相互に関連していることが参加者に十分に意識され

熱心に聞かれていることだった。この集会は、長野県自然保護連盟と、ブナと原生林現代文明を考える全国集会実行委員会

の主催で、長野県内からの398名を含めて、585名の参加があった。長野県自然保護連盟は、学者、県山岳協会、県勤労者

山岳連盟、県高教組などの人々で構成され、実行委員会には、それに地学団体研究会、科学者会議長野支部、県教組、自由

法曹団長野県支部などに属する多くの人で構成され、二日問の集会中に6回も速報を出すなど、その力量はたいしたものだ

った。集会が大人数だったため密な交流はできなかったが、今後の方向がかなりはっきりしてくるなどとても有意義な集会

だった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（さとうたかはる　新潟大学工学部）

1　　表1、集会の目的

1、ブナや原生林を巡る現状と問題点を総合的、全国的に明らかにする。

2、70年代以降の日本の自然保護運動の到達点、その成果や問題点、今後の進むべき道を展望する。

3、地球規模の自然破壊を食い止め、21世紀に送る新しい文明の道を探る。

表2、全体集会で報告された現地報告

）

1、大雪から知床までの課題と教訓

　　　　　　　　　　北海道自然保護協会理事　　　　　　　　　　　　　　　　　寺島　一男

2、白神山地のブナ原生林を守る運動

　　　　　　　　　秋　田　白神山地のブナ原生林を守る会理事長　　　　　　　鎌田　孝一

3、葛根田のブナ林を守る運動について

　　　　　　　　　岩手八幡平の葛根田のブナ原生林を守る会事務局長　白藤　力

4、ブナ林の保護を考える　鍋倉山

　　　　　　　　　長　野　信州大学志賀自然教室　　　　　　　　　　　　　　渡辺　隆一

5、圏央道一高尾からの訴え

　　　　　　　　　東京高尾山自然保護実行委員会代表　　　　　　　　　西山　　寛

6、逗子の緑を子供達に

　　　　　　　　　神奈川　逗子市　自然と子供を守る会　　　　　　　　　　大久保楽栄

7、比良の自然林を守る運動

　　　　　　　　　滋　賀　比良の自然を守る連絡会議代表　　　　　　　　　寺川　庄蔵

8、日本の屋根・信州に押し寄せるリゾート開発の波

　　　　　　　　　長野長野県高教組教文会議・辰野高校教諭　　　山口通之

9、森林の明日を考える一自然保護と自然享有権

　　　　　　　　　　日本弁護士連合会（大阪）　　　　　　　　　　　　　　　　大西　裕子
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表3、分科会で報告された現地報告

　　1、自然保護と自然享有権

1、市民的協力が実を結んだ天神崎保全運動

　　　　　　　　和歌山（財）天神崎の自然を大切にする会　理　事　　　笠岡　英次

2、ブナと原生林

2、ブナ伐採中止を求める訴訟

　　　　　　　　山形山形県内水面水産養殖業　　　　　佐藤裕一
3、ブナ乱伐と行政、ブナ保護運動

　　　　　　　　宮　城船形連峯の自然を守る会　　　　　　　　　　庄司　幸助

3、森林行政と自治体

4、妙高地蔵山周辺

　　　　　　　　新　潟上信越の自然を守る会　　　　　　代表　　　竹内　彦司

5、剣山山系の自然を守る運動

　　　　　　　　徳島県勤労者山岳連盟　　　　　　　　　　　　　　　杜　　和彦

6、ブナの森を守る村の行政（文書報告）

　　　　　　　　長野鬼無里村役場　　　　　　　 樋口金元

4、子どもと自然

7、子どもと自然

　　　　　　　　愛知愛知県勤労者山岳連盟理事長　　　　洞井孝雄

8、山小屋へくる子どもたち

　　　　　　　　京都わさ谷小屋主人　　　　　　　ふじわらとみぞう
9、ブナ植えよう運動の経過

　　　　　　　　長野戸隠を知る会代表　　　　　　 水上憲宗

5、熱帯林と砂漠

10、人々の生活を支える緑・熱帯林

　　　　　　　　東　京　アジアの熱帯林を考える会　　　　　　　　　　馬橋　憲男

11、富山県におけるリゾート開発をめぐって

　　　　　　　　富山立山連峰の自然を守る会　　　　　事務局員増田準三

12、八千穂村開発と住民運動

　　　　　　　　長野明日の八千穂村を考える会　　　　 小椋　茂

1　7・自然保護運動
！13、氷ノ山のブナ林を守って16年

i　　　兵庫氷ノ山の自然を守る会事務嚴　　　灘雅秋
ii4・都市f大阪」に於ける「みどり」の保全

i　　　　大阪（社）大阪自然環境保全協会副会長　　　木下陸男
115、労雌おける自然保誕動のあゆみと展望

i　　　　東京日本勤労者山岳連盟副理事長　　　　鈴木貫太
1


